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 ヘ ミングウェイは8月 中ベ ッドに臥 したままであった。彼が松葉杖でようや く歩けるようになっ

たのは、9月11日 になってか らのことである。1918年 の秋の終わ りに、ヘ ミングウェイの姉マーセ

リン（Marcelline）は、シカゴの映画館でニュース映画を見ていると、ヘ ミングウェイが ミラノのアメ

リカ赤十字病院のポーチで車椅子 に乗 り、美しい看護婦に押されているシーンが映っているのに驚

いた。

 ヴィラー ドは1962年2月1日 に、ヘ ミングウェイの伝記 を執筆中のヘ ミングウェイ研究者、カー

ロス・ベイカーに宛てた書簡の中で、アグネスのこと、アグネスと夕食 を取ることに成功 したこと、

ヘ ミングウェイとアグネスとの関係のことを、次のように語っている。

 『武器 よさらば』を読んだとき気づいたことですが、アーニー 〔アーネス トの愛称〕は、物語の

 大部分を退屈な入院中に考 えついたに違いありません。 もちろん、キャサ リン ・バークレーの中

 に、アグネスの姿を認めることができます。彼女 は背が高 く、故国から遠 く離れた国ではなおさ

 ら魅力的な女性でした し、快活で、敏速で、同情心に厚 く、いたず らっぽいユーモアに溢れた女

 性─看護婦 として理想的な女性―だったのを覚 えています。患者の間では、「アギー」〔アグネス

 の愛称〕 を連れ出せれば早 く病気が良 くなるとい うのが、いつもいわれていた冗談でしたので、

 私 も彼女 を誘い、辻馬車 を駆ってマニ ン ・ホテルでディナーを取るのに成功 したときには、ひど

 くス リルを感じた ものです。 ミス ・マクドナル ドも患者たちの良い友人で、患者たちのために献

 身的に働いていました。「アギー」一人 とデー トする約束 を取 り付けるのはなかなか厄介でした。

 というのも、彼女 と「マク」〔マク ドナル ドの愛称〕とは、いつも二人一緒だったからです。二人

 はこの病院を海外在住のアメリカ人が望むような、居心地のよい場所にしました。アーニーとア

 グネスとの始まったばか りのロマ ンスは、コメン トするほどまだ発展 していませんでしたね。そ

 のうち私 はこの病院 を去 りました。1

 アグネスの日記によれば、ヘ ミングウェイがアグネスに求愛するようになった時期 は、彼が入院

してか ら1か 月近 く経って、二度 目の手術が行われた8月10日 の2週 間後の頃である。ヘ ミングウェ

イが8月 末 までアグネスに対する求愛 を抑えていたのは、ヘ ミングウェイ とセレーナ大尉 との間で

結 ばれた、男同士の篤い友情のためであったことにアグネスは気づいていた。

 しか し、数日間 ミラノを離れていた大尉が、8月24日 ㈯「の夜に突然赤十字病院の病棟に姿を現 し

て、8月26日 （月）にミラノを永遠に去ることにしたと語ったが、その翌 日ヘ ミングウェイがアグネス

に強い興味を示 し始めた、 とアグネスは初めて日記に書 き記 している。一方、アグネスも彼女に言

い寄っていたセレーナ大尉が ミラノか ら離れた日には、二人 の関係に終止符が打たれたので安心感



を得たのと同時 に、彼女の方 も唐突 にヘ ミングウェイに関心の目を向け始めた。

 8月 から9月 初 めにかけて夜間の当直 は、ほとんど彼女が引き受 けていた。彼女は細心な看護婦

であったので、他の任務 を怠るようなことは決 してなかった。 しかし、職務上ヘ ミングウェイの病

室へ頻繁に入ってきたし、他の患者たちが寝静 まった後で、 よく彼の病室へ戻ってきては彼 と会 っ

ていた。ヘ ミングウェイはアグネスの夜勤中に、彼女にせっせ と手紙を書いた。彼 は夜になれぼ会

うことができるにもかかわらず、その手紙 はアグネスが午後 目を覚 ましたときに読めるように、昼

間彼女のところへ届けられた。彼女 はそれらの手紙を一通 も保存 していなかった し、返事 も書かな

かったようである。

 アグネスはヘ ミングウェイを 「坊や」（“Kid”）と呼び、自分 を 「坊やの奥さん」 （“Mrs.Kid”）と

呼ばせた。 また、彼女はヘミングウェイを含め少数の人たちにしか、彼女のことを「アグ」 （“Ag”）

や 「アギー」 （“Aggie”） と呼ばせなかった。

 仲間の患者たちも、間もな く二人の恋愛に気づ くようになった。ある午後、ヘ ミングウェイが手

の脈を取 られていないにもかかわらず、アグネスの片手を握 っている場面が 目撃された とき、彼女

に夢中になっていた他の患者たちは、彼がアグネスの愛を射止めた ことを認めないわけにはいかな

かった。年齢差にもかかわらず、二人の間に芽生えたロマ ンスは、着実 に進展していった。

 ギプスが とれて松葉杖で病棟のあち こちを歩けるようになった8月27日 ㈫には、ヘ ミングウェイ

は看護婦のミス ・マク ドナル ドを含めて、他の訪問者が彼の病室へ入ってくることに気分 を害する

ようになった。8月30日 ㈮のアグネスの日記には、彼女はヘ ミングウェイとディナーへ出かけるこ

とを特別に許 されて、ほぼ1か 月半ぶ りに彼を病院外へ連れ出 したが、 この外出を二人 ともす ごく

楽 しんだことが記されている。翌 日の夕方には、ヘ ミングウェイがホテル ・ドゥ ・ル ドヘアグネス

をディナーへ連れて行ったことが、彼女の日記 に書かれている。

 9月11日 には、アグネスがヘ ミングウェイに リングを送 っているので、 この時期には二人 の関係

が新たな段階に発展 したことを示 している。他方、彼女がヘ ミングウェイにリングを送った ことは、

婚約 したままアメ リカに残 してきた医師の扱いについて彼女をいっそう困惑 させ、彼女に罪意識 を

感 じさせることにもなった。

 8月 末にセレーナ大尉が ミラノを去 ってから、アグネスとヘ ミングウェイの恋愛は、真剣 な様相

を帯びるようになったが、『武器 よさらば』の中で、キャサ リンとフレデリックが楽 しんだ性的行為

に耽るような時間は、二人 にはなかった とみ られる。 しか し、9月7日 にミス ・マク ドナル ドは、

ヘ ミングウェイのベ ッドの枕の下 に、アグネスの黄色いヘアピンを一本見つけている。ヘ ミングウェ

イは女性の髪に対 して生涯官能的な魅力を抱いていたので、ヘアピンの発見からこの時期に も、彼

がアグネスの髪を もてあそんで楽 しんでいた という推測 は十分成 り立つであろう。『武器 よさらば』

の中で、キャサ リンが フレデリックの病室へ入って くると、彼が彼女の髪 を解 くシーンは、 この時

期の経験 と記憶に基づいていると推測で きるか もしれない。

 アグネスは感傷的になることがなかったうえに、職業意識 と親密 さとのバ ランスを注意深 くとっ

ていた。そのため、アグネスも若いヘ ミングウェイに興味を惹かれたが、性的な関係にまで発展す

ることはなかった とみてよい。ヘ ミングウェイは現実にはアグネス との愛 を成就できなかったので、

彼はアグネス と結婚 して、スイスへ一緒に逃亡 し、彼女が妊娠するとい う一連の夢を、10年 後に書

かれた 『武器よさらば』のキャサ リン・バークレーを通 して実現 させたのである。 この ようにして、

ヘミングウェイはアグネスをキャサ リンとして不朽の女性 としたのである。その意味では、 キャサ

リンはヘ ミングウェイの理想的なヒロインであったといえるか もしれない。2

 当時の看護婦の一人 シャーロット・ミラー ・ハイルマン （Charlotte Miller Heilman） は、入院中

のヘ ミングウェイを衝動的なうえに、 きわめて無礼で自惚れが強 く、非協力的でひどく甘やかされ



た若者 と断 じている。彼女はヘ ミングウェイのことをさらに続 けて、「彼 はいつもた くさん金 を所持

しているらしく、その所持金をイタ リアワインと、それを買ってきて くれたポーターに渡すチップ

とに気前よく費やしていた。」3と語っている。

 実際、ヘ ミングウェイがポーターに持ち込んでもらっていたコニャック、チンザーノ、ヴェルモッ

ト、キアンティなどの空き瓶が、病室の大型衣装ダンスの中に山になっていた。アグネスは大量の

空 き瓶 をしばしば片づけたが、 このような酒瓶がこっそり持ち込 まれていた ことは、 ミス ・デ ・ロ

ングの察知するところとなり、彼女の点検を受けることになった。 しかし、彼女 はポーターを叱責

することはあっても、アグネスを叱責をすることはなかった。というのも、アグネス とヘ ミングウェ

イとの間に、ロマンスが多少進行 していた ことをミス ・デ ・ロングも感知 していたか らである。

 9月11日 までには、ヘ ミングウェイは右足に靴をはくことはまだ無理であったが、車椅子から離

れてステ ッキか松葉杖 をついて、街へ出歩 くことができるようになっていた。彼 は治療 と歩行訓練

のため、毎 日マッジョーレ病院へ出かけていた。9月 までにはアメリカ赤十字病院は、入院患者で

ほぼ満員になっていた。 しかし、 この病院の病室は ドアで仕切 られていたので、患者のプライヴァ

シーは最低限護 られていた。

 ヘ ミングウェイは両脚がかな り回復 したので、9月12日 のよく晴れた午後、サ ン ・シロ競馬場ヘ

レースを見物するために出かけることになった。アグネス、それに同僚の ミス ・マク ドナル ドとミ

ス ・フィッシャーは、看護婦の正式な外出着である肩マン トと山高の水兵帽を着用した。二人の若

い空軍中尉ジョージ ・ペイ（George Pay）とジョージ ・ルイス（George Lewis）が一緒 についてきた。

一行は無蓋の馬車に乗 って公園を抜 け
、郊外の別荘地の中を通って行った。彼 らは競馬場の観覧席

の下のバーで一杯飲み、出走馬に数 リラ賭けた。儲 けた人 は誰 もいなかったが、みな この気晴らし

のおかげで、 どうやら休暇 らしい楽 しい雰囲気を満喫することができた。

 9月 の24日 に、ヘ ミングウェイは予後休暇のため、アメ リカ赤十字傷病兵運搬車隊第二分隊の操

縦士であった、 ミネソタ出身の入院患者 ジョン・W・ミラー（John W. Miller）4とともに、マッジョー

レ湖畔の保養地ス トレーザへ向かった。二人はス トレーザのグラン ・ホテル ・ス トレーザで、10日

間の休暇を過 ごすことになったのである。5ヘ ミングウェイは湖畔の木陰で読書をした り、音楽 に耳

を傾けた り、湖でミラー とボー トに乗 った りした。 また、彼 はアプ ト式鉄道に乗 ってモッタローネ

山に登 り、そこか ら一望できるマッジョーレ湖やアルプスの山々のすばらしい景観に感銘を受けた。

 この休暇は、小説の中で変形 されて言及されている。小説ではフレデ リックの行 き先は、ス トレー

ザではな くて湖 を挟 んでス トレーザの向かい側にあるパランツァであ り、一緒に行 く相手 も仲間の

患者ではなく恋人である。 しか し、この休暇はフレデリックに黄疸の症状が出たために、史実 とは

ちがって実現されない。

 ......白 目が黄色 くなっていた。黄疸だった。私 はこの病気に罹って2週 間臥せた。そのために、

 私たちは予後休暇 を一緒 に過 ごさなかった。二人でマッジョーレ湖畔のパランツァへ行 く予定 を

 立てていたのだ。秋 の紅葉の時期になると、そこはすばらしいところである。散策によい散歩道

 があ り、湖上ではマスの流 し釣 りができる。パランツァには人があまり行かないので、ス トレー

 ザへ行 くよりは好都合だったろう。ス トレーザは ミラノから簡単に行けるので、いつ も顔見知 り

 の人がいるのだ。6

 フレデ リックとは違 って、ヘ ミングウェイはグラン・ホテル ・ス トレーザで予後休暇 を過ごした。

彼 は10日 間の予後休暇の予定 を3日 間早めて、9月30日 にス トレーザからミラノへ戻った。

 彼がス トレーザから戻って2週 間後 の10月15日 ㈫の朝食時に、アグネスはその 日の昼 の列車で



フィレンツェへ移動するようにとの命 を受けた。 ミス ・マク ドナル ドがアグネスの突然の転勤の知

らせ を伝えるために、ヘ ミングウェイの病室へ飛んで行って彼を起 こした。その知 らせを聞いて、

彼は飛び起 きるとす ぐ着替 えをして、彼女を駅 まで送 ろうとした。

 彼はアグネス本人が転勤を志願 したのではないかと疑 っていたため、 ミス ・マク ドナル ドに八つ

当た りして彼女 を途方に暮れさせた。アグネスは彼の理不尽な態度 を諭そうとしたが、彼 も悲しみ

の中に突 き落 とされて意気消沈 していたので、彼に意見 しようとする気持ちにはとて もなれなかっ

た。アグネスは悲惨な気持ちのまま、雨の中を12時間にわた る惨 めな列車の旅 をして、夜 中の12時

30分 に目的地に到着 した。

 フィレンツェか らアグネスは、愛情 と思いやりを率直に表現 した手紙 を10通 ほどヘ ミングウェイ

宛てに書き送 っている。それらの手紙のなかの次のような表現 は、愛情 に溢れた彼女の心情をよく

表 していよう。

  「......あ なたがいないのでとても寂 しく思います。」（10月15日 ㈫付）7

  「昨 日列車の中であのカップルをみた とき、あなたが側 にいればよかったのにと思い続 けてい

 ました。 そうすれば、あの素敵 きなところ─私の額が埋め られる窪み─に私の頭 をのせて、あな

 たの腕に抱かれながら眠ることがで きますのに。」（10月16日㈬付）8

  「......私はあなたのことを、 そしてあなたが私 を愛 していることを とて も誇 りに思っていま

 すので、そのことをうっかり口に出した くなります。ですか ら、 それを思わず口に出さないよう

 に、 じっとしていなければな りません。」（10月21日（月）～22日 ㈫付）9

  「昨夜あなたの夢をみました。......   あなたが私のそばにいて くれれ ばよいのに。」 （10月24日㈭

 付）1°

  「.....晴 れた 日もあなたがいなければがっか りしますが、あなたがいな くて私 をとても寂 し

 く思わせるのは、憂欝な雨の ときです。」 （10月25日㈮付 ）11

  「最初あなたの病気 （黄疸の こと）を心配 していましたが、キャヴィーの手紙 を読み ました ら、

 私が戻 るまでにあなたの症状が回復 していると請け合 って くれましたので、枕に顔 を埋 め、 ミラ

 ノに帰 った とき、あなたにお会いできると思うと嬉 しくて微笑んで しまいました。」 （11月1日㈮

 付）12

  「あなたがいなくてとても寂 しく思います し、とてもあなた を愛 しています。あなたがス トレー

 ザか ら戻 ってきて、エレベーターから降 りたときのあなたの姿 を先 日の夜ありあ りと思い出 しま

 した。」（11月2日 ㈯付）13

 それ らの手紙の末尾に記された親愛の情のこもったアグネスの署名 も、おそらく当時 よりも今日

みるとずっと親密な調子を伝えているであろう。

  「私の心か らの愛をこめて、いつも変わ らぬあなたのアグネスより」 （10月16日㈬付）14



  「変わらず愛 しています─いつまでも―アグネスより」（10月17日㈭付）'5

  「貞節なあなたの若妻より」（10月22日㈫～23日 ㈬付）16

  「あなただけのもの―アギーより」 （10月24日㈭ 付）17

  「お休みなさい、愛 しいあなた、あなたの若妻よ り」（11月3日 （日）付）18

 このような親密で愛情 に溢れた短い表現 は、二人が離ればなれになったために、おそらくアグネ

スの感情 を大胆にしたことを示 しているといえるか もしれない。換言すれば、このような愛情深い

表現は、アグネスが二人の恋愛関係の現実その ものに熱中 したというよりも、むしろ二人の恋愛関

係か ら想像 されたイメージに熱中 していたことを示 しているといえるか もしれない。

 アグネスは10月16日 から、 フィレンツェで奉仕活動 に従事 していたが、11月11日 にミラノへ戻 っ

た。流感から回復 して1か 月の病気療養休暇を与えられた、同僚の看護婦エルシー ・ジェサップを

一緒 に連れていた
。彼女はアグネスを支援するため、 フィレンツェへ派遣 されていたのである。 ミ

ス ・ジェサップは、背が高 く、長いブロンドの髪を丸 くまとめ、物腰が幾分英国風であり、外出す

るときにはフィアンセの ものであった軍人用のステッキを持ち歩いていた。彼女のフィアンセのイ

ギ リス人将校は、4月 以降戦闘中に行方不明になった ままであった。アグネスにとって、彼女は「自

由奔放で独立心が強 く、好奇心をそそられる人物」のように思われた。彼女 はタバ コを大量に吸い、

非番の日用に自分のペ ンションを所有 していた。

 ミス ・ジェサップは背が高 く、髪がブロンドで、物腰が英国風であることに加えて、彼女が軍人

用の杖 を持ち歩 き、イギ リス出身 とされている点から、『武器 よさらば』のヒロイン、キャサ リン・

バークレーの人物像の形成に、ある程度貢献 しているといえるかもしれない。

 キャサ リンの人物像の創造 にヘ ミングウェイのアグネスにまつわる想い出が、どの程度影響 を与

えたのか ということは、アグネスの生涯を語 るときに議論の的になる避けて通れない問題の一つで

ある。アグネス自身 はミス ・ジェサップが、キャサリンの性格描写の大部分の原型であったと主張

している。19しかし、ミス・バークレーの人物像に重要な貢献をしているのがアグネス自身であるこ

とは、疑問の余地がないであろう。アグネスが ミス ・バークレーと正確 に重なる人物でなかったこ

とは認 めざるをえないが、 アグネスが存在 しなかった とすれば、キャサリン ・バークレーが創造さ

れなかった ことは間違いないとみて よい。

 アグネスが約1か 月間 ミラノを離れていた間に、イタ リア軍はヴィットリオ・ヴェネ トの戦いで、

オース トリア＝ ドイツ同盟軍 を打ち破っていた。イタリアでは、11月4日 に休戦協定が発効 した。

西部戦線で休戦協定が調印されて戦争が終結したのは、11月11日 のことであった。アグネスが ミラ

ノに滞在中、ヘ ミングウェイ と一緒 に数時間過 ごす ことがで きたが、そのときには、二人 はエル

シー・ジェサ ップとよく連れ立って、公園を馬車に乗 って ドライブした り、競馬に出かけた りした。

 アグネスはミラノに戻って10日 後の11月21日 に、 ミス ・キャヴァノーと一緒に、再びパ ドヴァ東

部の トレヴィゾにある野戦病院へ転属を命 じられた。 トレヴィゾのアメ リカ歩兵部隊の間で、伝染

病が猛威をふるっていたからである。彼女の担当した病棟 に備えられた48台 のベッドは、ほ とんど

いつも満員であった。若者たちの何人かが肺炎で亡 くなっていた。彼女は過酷な条件下で長時間働

いたが、その間ほぼ隔 日ごとにヘ ミングウェイに便 りを書き続けた。

 アグネスの トレヴィゾからの手紙の内容には、フィレンツェからの手紙の内容 とは著 しく異なる

面が認 められる。相変わ らず恋人が側 にいないので、寂 しい思いをしているという内容の手紙 （11月



25日 ㈪付、11月28日 ㈭付、11月30日 ㈯付）の他に、恋人の訪問 を楽 しみに待っている気持ちを表 し

た手紙がみ られるか らである。彼女の期待 に応えて、ヘ ミングウェイから間 もな くそちらへ訪ねて

行 くかもしれない と伝 える手紙が彼女のもとに届けられた。彼女 は彼の手紙に対す る返事の中で、

彼の訪問が待ち遠しい気持ちを伝 えている。「私はいつ も窓の外 を眺めていますわ。そして、時折よ

く似合 う英国の軍服 と外地用の軍帽を身に着 け、杖を携 えたよく見慣れた頑丈そうな人影が見 えた

ような気がして跳び上がってい ます。 とても変な話で しよう。で も、何度 も間違 えてがっかりして

いるのです。」20

 おそらくアグネスの期待に応えて、12月9日 の月曜 日の午後に病棟の中を杖 をつき、足を引きず

るようにしてヘ ミングウェイが突然姿を現した。ベッ ドに寝 そべってタバ コをふかしながら、ポー

タブルの蓄音機を鳴 り響かせていた回復期 にある兵士たちは、ヘ ミングウェイの格好 と物腰 をみて

大笑いした。 というのも、彼が杖 をつき、すべての勲章をっけた軍服 を着て入 ってきた姿 をみて、

ベ ッドの兵士たちはみな彼のことをふざけていると思 ったからだった。

 その日ヘ ミングウェイとアグネス、それに彼が ミラノの将校 クラブで知 り合 ったヘイ（Hay）中尉

という人物 と、そのガールフレン ドの看護婦ガー トルー ド・ス ミス（Gertrude Smith）の四人 は、戦

場 となっていた廃嘘を訪ね、以前のオース トリア軍の塹壕 を見学 してか ら、ヘ ミングウェイが ミラノ

へ戻 る旅をする前に、真夜中ではあったが早い朝食を取 った。ヘ ミングウェイ とヘイは、夜 中の

1時 頃 ミラノへ向け出発 した。

 ヘ ミングウェイの トレヴィゾ滞在中、彼が直ちに帰国 して生活費を稼 ぎ、その後 でアグネスが帰

国して彼 と結婚することに二人 は同意 していた とみられる。 その結果、ヘ ミングウェイの トレヴィ

ゾ訪問後、アグネスの手紙の内容 は、二人の将来について肯定的であ り、二人 の結婚についても、

ヘ ミングウェイを勇気ずけるものになったとみてよい。 しかし、 そのためヘ ミングウェイに深刻 な

問題が新たに浮上した。それはヘ ミングウェイが一足先 に帰国 して、二人 のために生活費 を稼 ぎ、

最低限の資金を貯 えて、アグネスの帰国を待たなければならなくなったということである。 このよ

うに、ヘ ミングウェイは トレヴィゾのアグネスを訪れた後、彼女の忠告に従 ってヨー ロッパ に留 まっ

て放浪せずに、できるだけ早 く帰国 して、アグネス との結婚 に備 えようとしたのである。

 この決心 は長年の友人ビル ・ス ミスにも知 らされた。アグネスも貧 しいけれ ども一緒に生活でき

ればすぼらしい ことだといっているので、彼は1月4日 にジェノヴァか ら出航 してアメリカへ帰国

し、 そこで仕事に就 くつもりである、 とヘ ミングウェイはビルへの手紙の中で語 っているからであ

る。加 えて、同じ手紙の中で彼は、結婚式ではビルに新郎の付添人になって もらうことまで早々 と

依頼 していた。したがって、この時点ではヘ ミングウェイが、二人の結婚の同意に全 く疑問 を抱い

ていなかったことは明 らかである。

 12月16日 （月）付 けのアグネスの手紙の中で、ヘ ミングウェイの帰国の唐突な知 らせ にやや大げさな

表現で言及されているので、彼の トレヴィゾ訪問から16日 までの間に、彼が帰国を決断 し、その期

日を彼女 に知 らせた と推測 される。

  「あなたのニュースにいささか驚きました―帰国することについてです。」21

 フィレンツェからの手紙 と著 しく異なるもう一つの点は、アグネスの手紙の中で、ヘ ミングウェ

イ との結婚 に明確 に言及 されていることである。アグネスは二度にわたって トレヴィゾか らの手紙

の中で、二人の結婚の ことを話題にして、ヘ ミングウェイに彼女 との結婚 を期待 させてい る。

  「こち らで結婚で きればいいのにと思 うことがありますが、それはとて も愚かなことなので、



 そのことを考えないようにしなければいけないわ。」 （12月1日 （日）付）22

  「私が 自分 よりも若い男性 と結婚する予定です、と母親に手紙を書 きました。」（12月13日㈮付）23

 目前に迫った18年 のクリスマスは、二人にとって初めて過 ごす祝 日であったので、アグネスはヘ

ミングウェイへの手紙の中で、二度にわたって一緒にクリスマスを祝 うために、 ミラノへ帰ること

を希望していると彼に告 げている。ヘ ミングウェイか ら帰国のことを知 らされた手紙 に対する12月

16日付けの返事の中で、アグネスは 「クリスマスのためにミラノへ本当に戻 りたいわ。さもなけれ

ばクリスマスが惨めな日になるでしょう。」24と 記 しているか らである。

 しか し、ヘ ミングウェイが帰国の ことを伝 えた12月16日 以降の彼女の手紙では、週末後には病院

が彼女を必要 としな くなるでしょう、 と期待 を抱かせ る言い方をしたか と思うと、次の日には患者

がクリスマスまではこの病院か ら移されないらしいとか、将校たちか ら看護婦たちに留 まって も

らって、病院を楽 しい心安 まるところにしてほしいといわれたな ど、 と彼女は語って捕 らえどころ

がない。このようにして、彼女は言い逃れをしようとしているとい うよりも、むしろ自己の本心を

語ろうとしていないように思われる。その結果、アグネスがクリスマス時期 にミラノへ戻ることは、

実行に移されることがなかったのである。

 また、結婚を約束をした恋人の帰国の時期が知 らされていたにもかかわ らず、アグネスにはクリ

スマス休暇時にミラノへ一度戻って、彼 と最後の別れを惜 しみ、再会 を誓い合お うとする意思はみ

られない。 このような態度は、ヘ ミングウェイがギャンブル大尉 に寄食 して、 ヨーロッパを放浪す

ることを回避 させる手段 として、アグネスが二人の婚約 に同意 したに過 ぎず、結婚が彼女の本心で

はなかったので、彼女が ミラノで彼 と再会することを避けようとしたことから生 じた可能性が高い。

 彼女は27歳 の誕生 日が1か 月以内に訪れるにもかかわ らず、ヘ ミングウェイの20歳 の誕生 日は、

7月 まで訪れないことの意味を十分承知 していたであろう。ちょうど彼女がベルヴュー病院のフィ

アンセS医 師を捨てたように、二人の年齢差は、将来ヘ ミングウェイが彼女 を捨てる要因にな りか

ねないという不安から、彼女はヘ ミングウェイとの結婚に踏み切ることができなかったとみ られる。

ヘ ミングウェイに対する関心は変わ らなかった ものの、彼女は彼 との結婚よりも、むしろ看護婦 と

しての奉仕活動を海外で今後 も継続 して行 きたいということが、彼女の本心であった とみてよい。

 休戦協定か ら間もな くの こと、ヘ ミングウェイは移動式売店当時の上司であった、36歳 になるジ

ム ・ギャンブル大尉か ら一通の手紙を受け取ったが、 それはシチリア島のタオル ミーナか ら書 き送

られてきた ものであった。その手紙は大尉が借 りていた「イギ リス人画家所有の庭付 きの小 さな家」

の快適さと、「話 し相手が欲 しい」旨を伝えていた。25ヘ ミングウェイはギャンブル大尉が世慣れて

いて、裕福であった ことに感銘 を受 けてお り、二人はひじょうに仲の良い関係 にあった。

 そのため、大尉は1年 間ヘ ミングウェイを財政的に援助するので、冬期間マディラ島 とカナリア

諸島で一緒に過ごし、それか らイタリアに住んでヨーロッパを旅行 しようと申し出た。ヘ ミングウェ

イ はこの寛大な申し出を受 け入れたい と思っていた。 しか し、アグネスは彼が年輩者や金銭 に容易

に誘惑 されることを見抜いていたので、彼が経済的援助によって堕落することを怖れて、彼 に大尉

の申し出を断るよう忠告 していた。26　1971年のレノルズとのインタヴューの中で、アグネスはこの

ときのことを想い出して次のように語 っている。

  この方 〔ギャンブル大尉〕は、戦争が終ったらヘ ミングウェイと旅行 したい と考 えていた人で

 す。私はヘ ミングウェイを帰国させました。 そのため、彼は私 を憎んでいました。 もし費用を一

 切他人にまかせて旅行な どしたら、あなたは先ずのらくら者にしかならないわよ、と私は彼にいっ



 てや りました。私 は彼の恋人 としては年上過 ぎること、また彼 はもっと世間を知 るべ きだ と彼に

 手紙 を書いてやると、彼はひ どく腹 を立てました。......彼 は大尉の招待 を受 け入れた ことでしょ

 う。で も、彼のためになったとは思いません。そこは若者の行 くべ き所でないのです。 もし行っ

 ていたら、本当にいい加減な人間になって しまったでしよう。彼はの らくらした男になる資格が

 十分でした。 ヨーロッパ を離れ ることは、たやすいことではあ りませんでした。ギャンブル大尉

 は、彼に大変好意を抱いていました し、金回 りもよかったか らです。おそらくヘ ミングウェイは、

 何一つ心配する必要がなかったで しょう。私は感 じた と思います一多少 とも、彼の面倒 をみな く

 てはいけない と。私は彼に夢中になったとは思いません。彼 はとて も魅力的な若者でした。ウィッ

 トに富み、話 し相手にはもってこいの人でした。でも、私がそうなったとは思いません一私がそ

 の とき止めていなかったら、彼は例のヨーロッパ旅行へ出かけてしまっただろうと思い ます。27

 ヘ ミングウェイは18年 のクリスマスの直前まではミラノに留 まっていたが、アグネスがクリスマ

ス期間中にミラノへ戻 らない ことがわかると、ギャンブル大尉 の要請に応じて、シチ リア島へ出立

することを決心 した とみられる。 ミス ・デ ・ロングは 「あなたの恋人 はここに滞在中ですが、明 日

はすてきな旅に出かけるつもりです よ。」、とアグネスに知 らせているか らである。「すてきな旅」は、

疑い もな くタオル ミーナへの旅のことを意味 していた。

 アグネスの懸念にもかかわ らず、18年 のクリスマスから、19年 の新年が始 まったばか りの時期 に

かけて、ヘ ミングウェイはタオル ミーナ滞在 中のギャンブル大尉 を訪問す るため、 ミラノか ら南へ

向かう列車に乗 り込んだ。彼のタオル ミーナ訪問は、楽 しい想い出になったはずである。彼 は大尉

が借 りていた別荘を訪れたにもかかわらず、それを認 めようとはしなかった。19年1月1日 頃、ヘ

ミングウェイが ミラノに戻った とき、彼は友人のイギ リス人砲兵将校 ドーマ ン＝ス ミス（Dorman-

Smith）に、その途方 もない旅行談を語って聞かせている。

 彼は帰ってくるな りこういい ました。 シチ リアはどこも見なかった。見たのは寝室の窓だけだっ

 た。 というのも、最初に宿泊した小 さなホテルの女主人は、彼の衣服 を隠してしまい、一週間彼

 を独 り占めにしたからだ、 とい うのです。運ばれた食事 はすごくおい しいし、女主人の態度 も愛

 情に温れていた というのです。ヘム 〔ヘ ミングウェイの愛称〕は何 も不満がなかったが、あちこ

 ち見物できなかったのが、ただ一つ残念なことだった とい うのです。ヘムはアグに何 を話 したの

 か私は知 りません。28

 ギャンブル大尉の招待のことについては、事前 にアグネスか ら忠告を受 けていたためか、ヘ ミン

グウェイは彼女にシチ リア島への旅のことを何 も語 らなかった。しか し、この旅行談は虚構 の中で、

リナルディ中尉 とのアイロニカルで、コミカルなや りとりの形で再現 されている。

  「汚いなあ」彼 〔リナルデ ィ中尉〕はいった。「きれいに洗って こいよ。 どこへ行って、何 をし

てきたんだ。何 もかもす ぐ話せよ。」

  「いろんな所へ行ったさ。 ミラノ、 フィレンツェ、ローマ、ナポ リ、 ヴィラ ・サン ・ジョヴァ

 ンニ、メッシーナ、タオル ミーナ―」

  「列車の時刻表のようないい方だね。美しい冒険なんかなかったのかね。」

  「あった とも。」

  「どこでだ。」

  「ミラノ、フィレンツェ、ナポリー」



  「もういいよ。本当に、最 もよかったところはどこだったんだい。」

  「ミラノさ」29

 ヘ ミングウェイがシチ リア島へ旅行 したことは、間違いないとみてよいであろう。30しかし、ヘ ミ

ングウェイはアグネスの強い説得によって、ギャンブル大尉が提案 していたマディラ島とカナ リア

諸島で過 ごす ことも、イタリアに滞在 してヨーロッパ を旅行することもしなかった。1918年12月11

日㈬付 けの家族宛ての手紙の中で、ギャンブル大尉 と一緒にしばらくの間マディラ島とカナ リア諸

島へ出かける予定であったが、そこへ旅行 して寄食生活 をすれぼ帰国できな くなることを悟 った、

とヘ ミングウェイは語っている。大西洋のこちら側を訪れる機会は、二度とないかもしれないので、

彼はヨーロッパに留まってしばらくの間放浪したいと思ったが、帰国 してしば らく家族 と再会 して

か ら、アグネスと結婚するために、仕事 につかなければな らないことを認識 した と家族 に伝えてい

る。

 ヘ ミングウェイの帰国が目前 に迫った、18年12月31日 ㈭付けのアグネスの手紙には、以前のよう

に寂 しさと深い愛情 を素直に表現した、従順でロマンティックな恋人の面影はもはや認められない。

彼女は感情の起伏の激しい若者 を諭す、年輩 としての現実的な女性 あるいは看護婦に戻 っている。

レディの面前でかみタバコをかまないこと、派手なネクタイをつけないこと、香水や頭髪 こてやつ

ま楊枝 を使用 しないこと、 と彼女は彼に対する実際的な忠告をわざわざ具体的に箇条書きにして伝

えているか らである。

 翌 日付 けの手紙 は、二人の将来を左右する内容を含んでいるので、前 日の手紙以上に注目する必

要がある。アグネスはこれ までヘ ミングウェイに帰国を強 く促 してきたに もかかわらず、アグネス

自身は帰国に熱心でないことを打ち明けて、二人の前途がヘ ミングウェイの期待通 りに進みそうに

ないことを予示 しているからである。「あなたがヨーロッパに留まらない と私 に約束 したので、私は

どうしも帰国 しなければならないわ。」、31と ヘ ミングウェイのせいで帰国の義務が不承不承背負わ

されたかのような言い方をしていることに加えて、アメリカへ帰国後の看護活動 は、きわめて退屈

で面白味のないものになりそうなので、帰国する気持ちには少 しもなれない、 と彼女は本音を漏 ら

している。 この時点で、ヘ ミングウェイは彼女の本心に気づき、二人の結婚は彼の思い通 りになり

そうにない可能性が大きいことを見抜 くべ きであった。

 ヘ ミングウェイがアグネス と最後 に会ったのは、18年12月9日 の トレヴィゾであったというのが

定説である。 しかし、二人が貴重な時間 を過ごしたのは、ヘ ミングウェイが トレヴィゾを訪れたと

きだけではなかった可能性がある。ヘ ミングウェイのイタリア出発後に書かれた、アグネスの手紙

の中で何気なく触れ られた一箇所 は、二人の最後の別れに先立って、二人がパ ドヴァで会 っていた

ことを示唆 している。 とい うのも、ヘ ミングウェイが帰国後の1919年1月21日 に、 トッレ ・ディ・

モス トか らヘ ミングウェイ宛てに出された手紙の中で、アグネスは二人がパ ドヴァで写真を撮った

ときのフィルムのことにさりげな く言及 しているからである。「今日は私がここへ きて以来最初の交

替 日でしたので、私たちがパ ドヴァで写 し始めたあのフイルムをすべて写 し終えることがで きまし

た。」32

 1919年 の1月9日 ㈯付けの手紙の中で、アグネスはヘミングウェイがイタリアを出発する直前に、

彼女 に送っていた数枚の写真の礼 を述べている。同じ手紙の中で、アグネスは母親 と友人に自分の

映った写真を送 りたいので、ヘ ミングウェイが彼女に送った手紙に同封 した写真のネガをひどく欲

しがっている。これ らの写真は、彼女が ミラノに滞在 していた11月11日 か ら21日 までの期間に撮 ら

れたものとみてよい。11月11日 から21日 までのアグネスのミラノ滞在時期か ら推測すれば、1919年

1月21日 付けのアグネスの手紙の中で言及されている、パ ドヴァで二人が過ごした時期は、二人が



最後 に会った日として定説になっている、18年12月9日 からクリスマス前 までの時期の可能性 も十

分あ りえよう。

 また、二人が初めて過 ごす ことになるクリスマス時期にも、名残 りを惜 しむべ き恋人の帰国時に

も、アグネスが ミラノに戻 ってヘ ミングウェイと再会することがなかった とする見方は、ヘ ミング

ウェイ研究者の間では周知の事実である。 ところが、アグネスは1月5日 にミラノのレアーレ宮殿

で開催 された、 ウッドロー ・ウィルソン（Woodrow Wilson）大統領33夫 妻の歓迎会に出席 した とき

の様子 を書き記 した手紙 を、1919年1月6日 ㈬にオーク ・パーク宛てに送 っている。

 もしヘ ミングウェイが シチ リア島のタオル ミーナか らミラノに戻 った1月1日 頃から、彼が赤十

字病院を退院 した1月4日 までの間に、二人が ミラノで会っていなかったとすれぼ、アグネスが1

月5日 に ミラノに滞在 していた ことをヘ ミングウェイにわざわざ知 らせるであろうか。 もし二人が

ミラノで会わず、ヘ ミングウェイの帰国後にアグネスだけが ミラノに戻 ったことが事実だったとす

れば、ヘミングウェイに対するこれほどの裏切 り行為 はなかったであろう。 したがって、この時点

でヘ ミングウェイは立腹 し、アグネスと絶交 していたであろう。

 ヘ ミングウェイにそのような反応がなかった ことか らみて、二人は新年のごく短 い期間にミラノ

で会 っていた とみるべきであろう。その後、アグネスはウィル ソン大統領夫妻の歓迎会に出席する

ため、 ミラノに引き続 き滞在 していた とみるのがきわめて妥当な見方であろう。二人が ミラノでご

く短期間であれ、最後の別れを惜 しんだか らこそ、彼女は何 の遠慮 も躊躇 もな く、大統領夫妻の歓

迎会 に列席 したことにヘミングウェイ宛ての手紙の中でわざわざ言及 した とみてよい。34

 1919年1月4日 に、ヘ ミングウェイは5か 月半 にわたって入院 していた、 ミラノのアメリカ赤十

字病院 を退院 した。ヘ ミングウェイはアグネスが彼の後 を追ってアメリカへ帰国 し、二人が結婚す

ることになるであろうと期待 しなが ら、1月4日 にはミラノを発 ち、5日 にはジェノヴァからジュ

ゼッペ・ベルディ号に乗船 してニューヨークへ向かった。彼 は1月21日 にニュー ヨークに到着 した。

 それ以後二人の歩む道は交差 した ことがあったにもかかわ らず、二人 は会 うことがなかったので

ある。1923年 にヘ ミングウェイがカナダの トロントへ戻 った とき、アグネスはニューヨーク市で個

人経営の看護婦 をしていた。二人 に再会する機会があった とすれば、二人の人生の中でこの時期が

唯一の機会であった とみてよい。 しか し、 この時期にヘ ミングウェイは、 トロン トの新聞の記事を

取材するために、ニューヨークへ少な くとも二度出向いているが、二度 とも二人 は会 っていない、

とアグネスは主張している。

 ヘ ミングウェイがイタリアを去って以来、二人が二度 と会 うことはなかったものの、二人の文通

は続いていた。ヘ ミングウェイが帰国途中の19年 の1月7日 ㈭と9日 ㈯には、アグネスは派遣 され

ていたパ ドヴァからヘ ミングウェイ宛てに手紙 を書き送 っている。19年 の1月12日 ㈫から3月 初旬

までのアグネスの手紙は、彼女が ミス ・キャヴァノー と一緒に派遣 された、 トッレ ・ディ ・モス ト

か ら送 られた ものであった。

 彼 らが派遣された地域一帯は、砲撃 を受けたために荒廃 してお り、住民の大部分は家 を失い、飢

えに苦 しむ という悲惨な状況にあった。11床 からなる病院 は、オース トリア軍の司令部 と病院 とが

あった跡地に置かれ、彼 らの他にイタリア人看護婦が2名 配置されていたにすぎなかった。アグネ

スたちは、訪問看護や緊急看護から食事の世話 までしなければならなかった。

 この頃のヘ ミングウェイに宛てたアグネスの手紙 には、将来に対する不安 と将来の生 き方に悩ん

でいる様子が垣間見 られる。

 「将来 は私にとってむずかしい問題です。 どう解決した らよいのかわか りません。帰国 した方が

 よいのか、さらに海外勤務 を志願 した方がよいのか、今それが問題です。 もちろん、 これ は近い



 将来の問題 にすぎないことは、あなた もご存知 と思います。私が次期の計画を立てることに、お

 そらくあなたはお手伝い下さるでしょうから。キャヴィ 〔キャヴァノーの愛称〕は、この頃私に

 とて も冷た くな りました。私を浮気な女だと責めるのです。そのため、私はルース ・ブル ックス

 のようなふ しだらな女の部類に入れられそうです。私がそんなことするわ けないのにね。」（1919

 年2月3日 ㈰付）35

 「外国での生活 も、 日に日に好 ましくなってきました。 ミス ・コンウェイが私の運勢 を占うたび

 ごとに、私はあちこち旅行するだろうと予言 しています。 このことをどう思いますか。お休みな

 さい、あなた。 くたびれて も明 るいあなたのアギーより。」 （1919年2月5日 ㈫付）36

 アグネスによると、ヘ ミングウェイがヨーロッパ を離れたのは、そうすれば彼女がす ぐ彼の後を

追いかけてきて、二人は結婚するだろうと考えたからだ という。彼女には彼 と結婚 しようとする意

思よりも、む しろ彼 をヨーロッパか ら帰国させなければならない とする思いの方が強かった、 と彼

女は主張している。ヨーロッパに留 まっていれば、彼 は間違いな く堕落するであろう、 と彼女は確

信していたか らである。このような説明 を聞 くと、彼女はいささか 自己犠牲的過 ぎるように思える。

おそらくこの態度 は、二人の関係が彼女の望んだ以上 に厳 しい状況になっていたことを示 している

のか もしれない。

 アグネスの手紙 を読 む限 り、ヘ ミングウェイがイタ リアに滞在 していた最後の半月間、アグネス

は彼 との再会を避 けていたのではないかという疑問が拭い切れない。ヘ ミングウェイは本人の帰国

がアグネスの帰国 を促 して、二人が結婚することになるものと期待 していた。 しかし、その期待と

は裏腹に、アグネスはヘ ミングウェイを帰国させることによって、事実上二人の親密な関係 にピリ

オ ドが打たれることを内心確信 していたとみてよい。 アグネスが近況報告や将来の進路 に関 して、

不安に包 まれた手紙 を帰国後のヘ ミングウェイに書 き送っていた頃、彼女 とイタ リア公爵領の相続

人、 ドメニコ・カラッチョロ（Domenico Caracciolo）中尉 との間に、新 しい関係が始 まろうとしてい

た。1919年3月1日 付 けのアグネスからヘ ミングウェイに宛てた手紙 は、自己を卑下する言い方を

しなが ら、消極的な形で二人の関係に終止符が打たれ ようとしていることを示唆 している。

  「ああ、私はどんどんいやな女 になってゆ くわ。日に日にだめになってゆ くみたい。一つだけ

 はっきりしてい ます。私はあなたが考えているほど完全な女 じゃないことです。

  これ までいつ もそうで したが、今 それが少 しずつはっきりしてきただけのことです。

  今夜はひどく惨めな気分ですので、 このへんでお休みなさい、あなた。 くれ ぐれ も性急なこと

 をなさらないで、楽 しくお過ごし下 さい。」

                                愛するアギーより37

ヘミングウェイはこのアグネスの手紙の行間に、近づ きつつある破局の兆候を読み とっていたに違

いない。

                      注

 1. Baker 47. Reynolds 200.

2.ア グネ スが ヘ ミング ウェ イを捨 てた こ とは、 「虚構 の中 で従順 なキ ャサ リンが 主人 公 の恋人 とな り、

 出産時 に死 亡 して 『罰 を受 け る』。」 とす る見方 もあ る。Meyers 41.

 3. Reynolds 195.



4.ミ ラー も敵 の砲火 の 中で、 負傷 兵 を救 助 した 武勲 のた め勲 章 を授 与 され た。8月30日 に肺 炎 の た め

 入 院 した。James R. Mellow, Hemingway:A Life without Consequences（Reading, Massa-

 chusetts:Addison-Wesley Publishing Company,1994）74.

5.こ の休 暇 期 間 を一 週間 とす る研 究 者が 多 いが 、10日 間 が正 しい。 ス トレーザ で休 養 中の18年9月26

  日の両 親宛 の手紙 の 中 で、 ヘ ミン グ ウ ェイ は10日 間の 休 暇 を取 って い る と伝 え て い る か らで あ る

 （Villard and Nagel 184）。ス トレー ザで は、100歳 にな ろ う とす るイ タ リア の外交 官 エ マヌ エ ー レ・

  グ レ ッ ピー（Emanuele Greppi） 伯 爵 と会 って政治 を語 り、ビ リヤー ドを競 って い る。グ レ ッ ピー伯 爵

  は、虚構 中 のグ レ ッフ ィ（Greffi）伯 爵 のモ デル とされた 人物 で あ る。 また 、18年9月29日 付 けの 両親

 宛 て の手 紙 に よる と、 ス トレーザ で はヘ ミング ウェイ は伯 爵 の他 に、 トリノ出身 の ピエ ー ル ・ヴ ィ

  ンセ ンツ ォ ・ベ ッリア（Pier Vincenzo Bellia）夫 妻 と三 人 の娘 に会 った。ベ ッ リアー 家 はヘ ミ ング

  ウ ェイ を息子 の よ うに待 遇 し、ク リス マス休 暇 を トリノで過 ごす よ うにヘ ミング ウ ェイ を招 待 した 。

 両 親宛 ての手紙 の中で は、三 人 の娘 との関 係 につ いて それ以 上 言 及 され てい な いが、 ヘ ミング ウェ

  イが三 人 の娘 の うち、末娘 の ビア ンカ（Bianca）に結 婚 を 申 し込 んだ とい う説 が あ る。最 初 彼女 はプ ロ

  ポー ズ を断 ったが 、後 に考 え直 して プロ ポー ズ を受 け入 れ る こ とに した。 しか し、 その と きには ヘ

  ミング ウ ェイ は帰 国 した後 で あ った の で、 彼女 の父 は彼 と接 触 で きず 、二 人 の結婚 は実 現 しなか っ

 た といわ れ る。 カー ロス ・ベ イカ ー は このエ ピ ソー ドに肯 定 的で あ るが 、マ イ ケル ・レ ノル ズは否

 定 的 で あ る（Denis Brian, The True Gen:An Intimate Portrait of Hemingway by Those Who

 Knew Him（New York:Grove Press,1988） 24-25）o

 6Qà  Hemingway, A Farewell to Arms 142. 

 7  . Villard and Nagel 99. 

 8  . Villard and Nagel 99. 

 9  . Villard and Nagel 107. 

10. Villard and Nagel 111. 

11. Villard and Nagel 113. 

12. Villard and Nagel 121. 

13. Villard and Nagel 123. 

14. Villard and Nagel 100. 

15. Villard and Nagel 101. 

16. Villard and Nagel 110. 

17. Villard and Nagel 111. 

18. Villard and Nagel 125. 

19. Villard and Nagel 44. 

20. Baker 54-55. 

21. Villard and Nagel 143. 

22. Villard and Nagel 135. 

23. Villard and Nagel 140. 

24. Villard and Nagel 143. 

25. Reynolds 204.

26.ア グネ ス はギ ャ ンブル大尉 の誘 い の根拠 が 、ヘ ミング ウェ イ を同性 愛へ誘 惑 す る こ とに あっ た と感

  じて いた 可能 性が ある。Meyers 40.

27. Reynolds 204. 

28. Reynolds 204-205. Baker 56. 

29. Hemingway, A Farewell to Arms 11.

30.ヘ ミング ウ ェイは ギャ ンブル 大尉 と酒 を酌 み交 わ しなが ら、 楽 し く語 り合 った り、 はるか 遠 くで煙

  を吐 くエ トナ 山 を眺 め なが ら、地 中海 の月 下 の浜 辺 を散策 した り した。ヘ ミング ウェ イ は大 尉 か ら、

  二人 の イギ リス人 画家 、 イ ギ リス 人 少佐 とそ の妻 、ネ ル ソ ン提 督 の子 孫 とい わ れ て い るブ ロ ンテ

  （Bronte） 公 爵 な どに紹介 され た。 Mellow 84.



 31. Villard and Nagel 149. 

 32_ Villard  and  Nagel  158Qà

33.ウ ッ ドロー ・ウィル ソ ン（1856-1924） 米 国の政 治家 （民 主党）。第28代 大 統領 （1913-21）。 十 四箇条

  の平 和 原則 を発表 （1918）。 国 際連盟 創設 に尽 力。 ノー ベ ル平和 賞 を受賞 （1919）。

34.ジ ェイムズ ・メ ロ ウは、1918年 の大 晦 日か ら19年 の新 年 にか けて書 か れたヘ ミング ウェイ宛 てのア

  グネ スの手紙 を綿 密 に読 んで み る と、彼 が イタ リアか らア メ リカ へ出航 す るち ょう ど前 の12月31日

  に、二人 が ミラ ノで最後 の逢 い引 きを した こ とが事 実 で あ る ことを明 らか に示 してい る─事実 、ア

  グ ネス の手紙 は ミラノで書 か れた ─と語 って い る （Mellow 85）。 しか し、18年 の12月31日 と19年

  1月1日 に書 かれ たア グ ネス の手紙 を詳細 に読 ん で みて も、二 人が ミラ ノで 最後 に会 った証拠 を見

  出 す こ とがで きない。 しか も、 ミラ ノで書 か れた とされ るア グネ スの手紙 も、1月6日 付 けの もの

  で あ る。 ス コ ッ ト ・ドナル ドソン もヘ ミング ウ ェイが19年1月6日 に ジ ェノヴ ァか らニ ュー ヨー ク

  へ 出航 す る前 に、最 後 の再 会 を果 た した と述 べて い るが、根 拠 を全 くあげて い ない（Scott Donald-

  son, Hemingway VS. Fitzgerald（New York:The Overlook Press,1999） 41）o

35. Villard and Nagel  159Qà  

36. Villard and Nagel 160. 

37. Villard and Nagel 162-63.
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